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２ 熊谷西小学校いじめ防止基本方針 

※ いじめ防止対策推進法  

 

 

 

 

熊谷西小学校では、国や県、熊谷市の基本方針を基本として、「熊谷西小学校いじめ防止基本方

針」(以下「学校基本方針」という)を定めた。いじめの防止等のために「学校基本方針」に基づ

き、いじめの防止等の対策のための組織を中核として、校長の強力なリーダーシップのもと、一致

協力体制を確立し、熊谷市教育委員会とも適切に連携の上、学校の実情に応じた対策を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷西小学校いじめ防止基本方針 

 

熊谷市立熊谷西小学校 

（学校いじめ防止基本方針） 

第１３条 学校は、いじめ防止基本方針又は地方いじめ防止基本方針を参酌し、その学校の実情に応じ、

当該学校におけるいじめの防止等のための対策に関する基本的な方針を定めるものとする。 
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（１） いじめ防止に向けた組織編制と取り組み 

① 組織編制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷西小学校 いじめ防止対策委員会 

 担任・学年主任等  いじめの訴え(児童・保護者等からの情報) 

 

                          ・情報収集及び再調査      

・被害児童の保護及びその保護者 

との連携（安全確保の徹底）  

・加害児童及びその保護者への指 

導並びに支援（再発防止）   

・必要に応じて専門機関との連携 

   （警察・医療・福祉等）  等 

 

   

 

 

 

      

  

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長・教頭 

主幹教諭    Ｐ 学     

生徒指導主任  Ｔ 校 

教育相談主任  Ａ 評 

該当学年主任  会 議 

担任      長 員 

 熊谷警察署少年課 

   保護司 

 

＊状況に応じて 

       臨床心理士 

       医師  等 

熊谷市教育委員会へ報告 

熊谷西小学校 

熊谷市・熊谷市教育委員会 
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② 取り組み（主な取り組み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 早期発見・早期対応の手立て 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 
他に、毎月一回「いじめアンケート」、年二回の保護者アンケートを行って

いる。 

 

 

 

 

 

熊谷西小学校 いじめ撲滅宣言 

熊谷西小 いじめをなくす約束 

                    

熊谷西小学校で学ぶことに誇りをもち、安心しておもいっきり学習や運動

ができる学校（場所）にします。そのために、熊谷西小学校の児童は、「いじ

めは絶対許さない」という気持ちで、いじめをなくす約束をします。 

 

 

１ どんな理由があっても、いじめはしません。 

２ いじめてしまったことに気づいたら、今すぐ止め、友達に謝ります。 

３ いじめられたらがまんしないで、勇気を出して、先生や家族、友達に相

談します。 

４ いじめに気づいたり、ただ見ていたりするあなたもいじめている人と同

じです。勇気を出して「やめて」と言いましょう。 

５ いじめが止められなかったら先生や家族、身近な大人に言います。 

 

【身近な大人のみなさんへお願い】 

  
子供たちは、未熟です。お子さんがいじめる側になることも、いじめら 

れる側になることも考えられます。たとえ、ふざけていたとしても「いじ 

め」は許されません。ひやかしやからかいも「いじめ」になります。 

 仲間はずれやネットを使ったいじめは、子供の世界だけではないようで 

す。昔から「子供は親の言ったようにはやらず、やったようにやる」と言 

われています。まず、大人が手本となって、「いじめ」をなくしましょう。 

 「いじめ」を見たり、聞いたりしたら、勇気を出してその場で止めてく 

ださい。そして、学校に連絡するなど、協力して「心豊かにたくましく生 

きる児童」を育てていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 

 

 

 

 

（２）いじめが発生した場合の対応 

◎いじめは人間として絶対に許されない ◎何があっても絶対に死んではいけない 

※「いじめ」にあたるか否かの判断は、いじめられた児童生徒の立場に立って行うもの 

 

 

 

 

 

☆常に「事あれば、先生方はすぐ動いてくれる」という安心感を！ 

 

 
             

 

 

 

 

○「誰が、どう動くか」の決定確認   ○全職員で、毅然とした態度で 

 

 

(管理職同席での指導援助) 

 

 

 

 

 

                           ☆情報の一本化 

                           ☆窓口の一本化(管理職) 

                           ☆感染防止策 

 

 

 

 

  

  

 

継続して情報交換援助（教育相談委員会） 

 

(解決したと即断しない) 

 

（卒業まで折に触れて） 

 

 

     

いじめ解消のための具体的な指導・援助 

いじめられた児童へ 

『あなたは全然悪くない』 
いじめた児童へ 

事後観察・支援の継続 

いじめの解消 

・児童の内面まで入り込めるような信頼関係の構築（道徳教育の充実・学級経営） 

・カウンセリングマインドで、生徒の話の傾聴と共感的理解、情報の収集（スキル教育） 

・いじめの原因の模索、解消への自己指導能力の育成 

・保護者との連携（連絡・協力要請  反応によっては保護者への指導） 

・友人関係の調整、ＰＴＡ・地域・関係機関との連携 

・身体の安全確保  

・学習環境の確保 

・安心して告白を！ 

（絶対に守ってあげる） 

・人権を重視して事実確認 

・「めざす生徒像」の確認 

・「いじめは絶対に許されない！」 

・(出席停止も視野に入れる) 

学校評価 

【いじめ防止対策推進法 総則 いじめの定義(H25.6)】 

① 一定の人的関係にある者から、 

② 心理的・物理的な影響を与える行為(インターネットを通じて行われるものを含む)を受け、 

③ 心身の苦痛を感じているもの。 

関係機関と連携 

(情報提供) 

市教委への速報 

【重大事態への対処】 

・いじめの問題対策連絡協議会 

 

いじめの発見 

緊急職員会議 
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ア いじめの早期発見・早期対応のための措置 

・ 児童対象いじめアンケート調 

査 毎月実施 

・ 保護者保護者対象いじめアン 

ケート調査 年２回（７月、 

１１月） 

・ 教育相談を通じた学級担任に 

よる児童からの聞き取り調査  

年２回（６月・１１月） 

・ 熊谷西小相談窓口 

・ スクールカウンセラーやスクー 

ルソーシャルワーカーの活用 

（中学校との連携） 

・ ほほえみ相談員や地域教育相談 

員の活用（中学校との連携） 

・ 学校教育相談窓口の活用（熊谷 

市教育委員会と連携） 

・ 民生委員や児童相談所との連携 

（専門機関との連携）   等 

          

 

イ インターネットを通じて行われるいじめに対する対策 

     児童及び保護者が、発信された情報の高度の流通性、発信者の匿名性、その他のインター

ネットを通じて送信される情報の特性を踏まえて、インターネットを通じて行われる「いじ

め」を防止し及び効果的に対処できるように、必要な啓発活動として、情報モラル研修会等

を行う。さらに熊谷警察署等の専門機関と連携し、講演会を開催する。 

 

   

 


